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日本原子力発電株式会社

所３，４号機の安全審査に係る追加調査の実施について

成１６年３月３０日に敦賀発電所３，４号機増設の原子炉設置変更許可申請

省に提出し、現在、国による安全審査を受けているところですが、本日原子

院から、安全審査に万全を期すため、添付のとおり追加調査を実施するよう

した。

は、今後この指示に従い準備を進め、順次調査に着手してまいります。

加調査指示文書

賀発電所３，４号機 追加調査について

以　　上







　申請前の検討

　原子炉設置変更許可申請
　　　　　　　（平成 16年 3月 30日）

・安全審査に必要な活断層に関する調査は、原子力安全委員会が定めた「耐震

設計審査指針」「地質、地盤に関する安全審査の手引き」等に基づき、敷地を

中心とする半径約３０kmの範囲について綿密に実施

・調査結果をもとに総合的な検討（活動性、連続性等）を実施し、耐震設計に考

慮する活断層の位置、長さ等を評価

敦賀発電所３,４号機 追加調査について

凡　例

　　　　 申請前の調査により確認している断層注

　　　　 追加調査指示に関連する断層
　　　　　　　　　　　　（注）活断層及び古い断層のすべてを表示。

追加調査の範囲
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図は、申請前の調査範囲のうち、敷地

を中心とする半径約３０ｋｍの陸域

及び海域を示す。

文献調査、海上音波探査、空中写真判読、地表地質調査、ボーリング調査　等

　安全審査

国として、活断層に係るデータを

一層拡充することによって安全審

査に万全を期すため、今回追加調

査の実施を指示

申請時のデータに加えて更なるデー

タの精度向上を図る観点から、近年

実用化・改良された調査方法も用い

て追加調査を実施
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